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一　

十
字
軍
の
始
ま
り
と
シ
リ
ア

　

一
〇
九
五
年
一
一
月
、
ロ
ー
マ
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
が
フ
ラ
ン
ス
東
部
ク
レ
ル
モ
ン
の
特
設
野
外
会
場
で
行
っ
た
十
字
軍
勧
説
に
呼
応
し

て
、
翌
一
〇
九
六
年
、
第
一
回
十
字
軍
が
西
欧
各
地
か
ら
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
め
ざ
し
て
出
発
し
た
。
十
字
軍
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
首
都
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
集
結
し
た
の
ち
、
ア
ナ
ト
リ
ア
を
経
由
し
て
シ
リ
ア）

1
（

に
向
か
っ
た
。
十
字
軍
の
出
現
に
つ
い
て
、
シ
リ
ア
中
央
部
の

ダ
マ
ス
ク
ス
に
居
住
し
て
い
た
歴
史
家
イ
ブ
ン
・
ア
ル
カ
ラ
ー
ニ
シ
ー
は
、
一
〇
九
七
年
の
記
事
で
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
海
の
方

か
ら
夥
し
い
数
の
フ
ラ
ン
ク
（
十
字
軍
）
の
軍
隊
が
現
れ
た
と
い
う
報
告
が
続
々
と
届
い
て
い
た
。
こ
の
情
報
が
広
ま
り
、
人
々
は
不
安
に

陥
っ
た）

2
（

」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
ア
ナ
ト
リ
ア
で
の
十
字
軍
と
ル
ー
ム
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
と
の
戦
い
の
状
況
を
記
し
、
さ
ら
に
「
ル
ー
ム
・

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
七
月
に
敗
北
し
た
と
い
う
報
告
が
届
く
と
、
不
安
と
混
乱
が
増
加
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
シ
リ
ア
北
部
の
ア
レ
ッ

ポ
に
住
ん
で
い
た
ア
ズ
ィ
ー
ミ
ー
は
、
よ
り
早
く
情
報
を
得
て
い
て
、
こ
れ
よ
り
前
「
一
〇
九
六
年
、
フ
ラ
ン
ク
が
自
領
か
ら
現
れ
た
。
…

（
略
）
…
ル
ー
ム
王
（
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
）
ア
ル
カ
ス
（
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
一
世
）
は
ム
ス
リ
ム
に
フ
ラ
ン
ク
の
出
現
を
知
ら
せ
る
手
紙
を
よ
こ
し
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た）
3
（

」
と
十
字
軍
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
必
ず
し
も
一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
教
皇
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
が
十
字
軍
勧
説
を
決
意
し
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ル
ー
ム
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
対
す
る

防
衛
に
苦
し
む
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
一
世
か
ら
の
援
軍
要
請
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
忠
実
で

あ
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
と
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
戦
い
は
聖
戦
と
い
う
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
領
土
を
接
す

る
異
教
徒
の
隣
国
と
の
戦
い
で
あ
っ
た）

4
（

。
し
た
が
っ
て
、
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
一
世
は
、
単
に
軍
事
力
を
補
う
た
め
の
傭
兵
を
必
要
と
し
た
だ
け

で
、
軍
隊
の
介
入
を
頼
ん
だ
わ
け
で
も
、
ま
し
て
や
聖
地
奪
回
の
た
め
の
十
字
軍
の
組
織
を
依
頼
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
以

来
の
伝
統
を
誇
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
、
西
欧
に
対
し
て
常
に
優
越
感
や
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
。
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
一
世
の
娘
、
ア
ン
ナ
・
コ
ム

ネ
ナ
は
父
帝
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
事
跡
の
記
録
『
ア
レ
ク
シ
ア
ド）

5
（

』
の
中
で
、
自
ら
の
帝
国
を
「
ロ
ー
マ
」
と
呼
び
、
十
字
軍
に
つ
い
て
は
西
欧

人
一
般
を
表
す
「
フ
ラ
ン
ク
」
と
総
称
し
て
呼
ん
で
い
た
。
シ
リ
ア
の
ム
ス
リ
ム
も
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
で
の
呼
び
方
に
倣
い
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を

「
ル
ー
ム
」（
ロ
ー
マ
）、西
欧
か
ら
侵
入
し
て
き
た
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
武
装
集
団
（
十
字
軍
）
を
「
フ
ラ
ン
ク
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
た
。

　

一
〇
九
七
年
に
シ
リ
ア
に
到
着
し
た
十
字
軍
は
一
時
的
な
軍
事
遠
征
で
は
な
く
、
翌
一
〇
九
八
年
か
ら
、
ラ
テ
ン
国
家
と
称
さ
れ
る
四
つ
の

領
域
国
家
（
エ
デ
ッ
サ
伯
国
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
、
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
、
ト
リ
ポ
リ
伯
国
）
を
順
次
建
設
し
た
。
以
後
、
一
二
九
一
年
に

十
字
軍
最
後
の
拠
点
ア
ッ
コ
ン
（
ア
ッ
カ
ー
）
が
陥
落
す
る
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
、
シ
リ
ア
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
キ
リ
ス
ト
教
国
家

と
が
、
そ
の
境
界
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
も
、
常
時
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
十
字
軍
」
と
い
う
言
葉
は
同
時
代
に
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
後
世
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
述
語
で
あ
る
。
西
欧
中
世
の
史
料
で

は
、
十
字
軍
の
こ
と
を
「
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
」
と
か
「
聖
墓
も
う
で
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
、
自
ら
を
、
西
欧
人
一
般
を
示
す
「
フ
ラ
ン
ク
」

と
呼
び
、
シ
リ
ア
に
定
着
し
た
十
字
軍
勢
力
に
つ
い
て
は
個
別
の
ラ
テ
ン
国
家
名
や
地
名
、
人
名
で
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
十
字
軍
参
加
者

は
十
字
の
印
を
つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
研
究
の
中
で
こ
の
軍
事
的
宗
教
遠
征
を
十
字
軍
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。「
十

字
軍
」
の
用
語
の
初
出
は
一
三
世
紀
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
以
降
の
西
欧
の
研
究
の
中
で
用
い
ら
れ
始
め
、
一
七
世
紀
に
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
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る
よ
う
に
な
る
。

　

一
方
の
シ
リ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
譜
の
軍
人
政
権
が
分
立
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
政
権
は
、
十
字
軍
遠
征
の
宗
教
的
意
図
を
理

解
し
て
お
ら
ず
、
西
欧
か
ら
来
た
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
武
装
集
団
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒nas

4rānī

の
語
を
用
い
ず
、
前
述
の
よ
う
に
、

た
ん
に
西
欧
人
一
般
を
表
す
フ
ラ
ン
クfrank/firanj

と
呼
び
、
戦
闘
を
交
わ
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
和
平
や
同
盟
の
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
十
字
軍s

4alībiyyūn

（
十
字
を
身
に
つ
け
た
人
々
）」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
西
欧
で
の
研
究

と
連
動
し
た
現
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

二　

十
字
軍
研
究
の
潮
流

　

西
欧
に
お
け
る
十
字
軍
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
五
世
紀
以
降
次
第
に
始
め
ら
れ
た
。
東
方
の
聖
地
を
回
復
し
よ
う
と
す
る

動
き
の
中
で
、
聖
地
で
の
記
録
や
聖
地
回
復
へ
の
情
熱
を
著
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
思
想
背
景
に
左
右
さ
れ

た
。
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
関
心
が
復
活
す
る
の
に
伴
い
、
十
字
軍
の
意
味
に
注
目
が
集
ま
り
、
ラ
テ
ン
国
家
に

お
け
る
十
字
軍
の
詳
細
な
記
録
が
多
く
編
ま
れ
た
。
同
時
に
諸
言
語
の
史
料
が
集
め
ら
れ
た
が
、
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
だ
け
で
な
く
、
植

民
地
時
代
を
反
映
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
の
東
方
の
諸
言
語
の
史
料
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
作
業
が
行
わ
れ
た
の
が
一
九
世
紀
後
半
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
成
果
を
駆
使
し
て
、
二
〇
世
紀
に
は
具
体
的
か
つ
総
合
的
な
十
字
軍
史
が
著
さ
れ
た
。
一
九
五
五
年
に
全
五
巻
の

予
定
で
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
、K

. M
. Setton

を
編
者
と
す
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
の
共
同
研
究
に
よ
る
十
字
軍
史
は
、
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。
第
二
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
た
後
、
全
六
巻
の
構
成
に
変
更
さ
れ
、
約
二
〇
年
か
け
て
完
結
し
た
（﹇Setton ed.

：1969-89

﹈）。
現

在
で
は
、
詳
細
な
事
件
史
の
集
成
と
い
う
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
そ
こ
に
手
引
書
と
し
て
の
価
値
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
、

聖
地
へ
の
十
字
軍
運
動
を
重
要
視
す
る
立
場
（「
伝
統
主
義
」）
を
と
る
そ
れ
ま
で
の
十
字
軍
研
究）

6
（

に
対
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
新
た
な
考
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え
方
が
出
始
め
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
の
主
導
権
を
強
調
し
、
十
字
軍
運
動
を
広
く
解
釈
す
る
（「
多
元
主
義
」）
も
の
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
東
方

へ
の
遠
征
に
限
ら
ず
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
ト
海
地
域
・
北
ア
フ
リ
カ
、
さ
ら
に
西
欧
内
部
に
も
十
字
軍
概
念
が
拡
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
十
字
軍

運
動
の
性
格
を
広
く
教
会
に
敵
対
す
る
俗
権
へ
向
け
た
聖
戦
と
捉
え
る
こ
と
で
補
強
さ
れ
、
従
っ
て
年
代
的
に
も
、
一
〇
九
五
年
に
始
ま
っ
た

十
字
軍
運
動
は
、
理
論
的
に
は
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
騎
士
団
が
マ
ル
タ
島
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
明
け
渡
し
た
一
七
九
八
年
ま
で
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
の
中
心
と
な
っ
たR

iley-Sm
ith

に
よ
る
﹇R

iley-Sm
ith

：1977

﹈
は
、
現
在
四
版
を
重
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
十
字
軍
概
念

の
拡
大
に
伴
っ
て
、
聖
地
奪
還
の
意
義
が
相
対
的
に
薄
れ
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
、
十
字
軍
研
究
に
は
、
十
字
軍
運
動
の
基
本
理
念
に
つ
い

て
の
研
究
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
十
字
軍
の
関
わ
り
の
研
究
へ
と
分
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三　

最
近
の
十
字
軍
研
究
の
動
き

　

一
九
九
五
年
は
、
ク
レ
ル
モ
ン
の
十
字
軍
勧
説
か
ら
九
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
そ
の
後
の
数
年
間
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
第
一
回
十

字
軍
関
連
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
ま
た
十
字
軍
に
関
す
る
論
考
も
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
二
〇
〇
一

年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
き
っ
か
け
に
十
字
軍
と
現
代
の
紛
争
と
を
結
び
つ
け
る
風
潮
が
広
ま
り
、
特
に
欧
米
に
お
い
て
十
字

軍
へ
の
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
一
般
向
け
の
十
字
軍
物
語
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
十

字
軍
運
動
に
つ
い
て
の
学
術
的
な
論
考
も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
大
量
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
傾
向
ご
と
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
。⑴

初
学
者
向
け
の
概
説
書

　

一
般
向
け
の
十
字
軍
物
語
か
ら
専
門
書
ま
で
、
洪
水
の
よ
う
な
十
字
軍
関
連
の
出
版
物
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
初
学
者
向
け
の
概
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説
書
や
手
引
書
で
あ
る
。﹇Jotischky

：2004

﹈
は
、
通
史
で
あ
る
が
、
著
者
の
専
門
領
域
で
あ
る
修
道
院
に
つ
い
て
詳
し
い
。﹇Jotischky 

ed.
：2008

﹈
は
、
古
今
の
第
一
線
の
研
究
者
の
既
発
表
論
文
を
テ
ー
マ
別
に
転
載
・
編
集
し
た
四
巻
本
で
あ
る
。

　
﹇R

iley-Sm
ith ed.

：1995

﹈
は
図
解
入
り
の
入
門
書
で
、
騎
士
団
や
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
関
係
を
含
み
、
文
学
・
美
術
・
建
築
も
取
り
上
げ
て

い
る
。﹇H

illenbrand

：1999

﹈
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
視
点
か
ら
の
十
字
軍
史
で
、
図
版
を
多
用
し
な
が
ら
註
や
参
考
文
献
も
充
実
し
て
い
る
。

⑵
基
本
文
献
の
再
版
・
改
訂
版

　

一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
論
考
の
再
版
・
改
訂
版
な
ど
が
相
次
い
だ
の
も
、
こ
の
二
〇
年
間
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
十
字
軍
研
究
の
大
き
な
流
れ
を
築
い
た
二
者
の
紹
介
に
留
め
る
。「
多
元
主
義
」
学
派
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
るR

iley-Sm
ith

に
よ
る

﹇R
iley-Sm

ith

：1977

﹈
と
﹇R

iley-Sm
ith

：1986

﹈
は
、
二
〇
〇
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
第
四
版
、
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
最
新
の

研
究
動
向
の
紹
介
や
地
図
の
追
加
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
伝
統
主
義
」
学
派
に
属
す
るJ. R

ichard

は
﹇R

ichard, J

：

1957

﹈
に
文
献
目
録
を
追
加
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
第
二
版
を
出
版
し
、
二
〇
〇
四
年
の
日
本
語
訳
の
序
文
で
、
二
一
世
紀
の
宗
教
間
の
対
立
に

十
字
軍
運
動
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
十
字
軍
運
動
の
研
究
の
原
点
に
帰
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑶
論
文
集

　

論
文
集
に
は
多
角
的
な
研
究
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。﹇B

ull /H
ously eds.

：2003

﹈
と
﹇Edbury /Phllips eds.

：

2003

﹈
の
二
巻
本
は
、R

iley-Sm
ith

の
生
誕
六
五
周
年
記
念
論
集
で
、
合
計
三
四
編
の
構
成
で
あ
る
。
ま
た
﹇Shagrir /Ellenblum

 /R
iley-

Sm
ith eds.

：2007

﹈
はB

enjam
in Z. K

edar

の
研
究
論
文
出
版
四
〇
周
年
を
記
念
し
た
論
文
集
で
、
冒
頭
にK

edar

の
著
作
一
覧
を
載
せ
、

三
一
編
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。﹇Laiou /M

ottahedeh eds.

：2001

﹈
は
十
字
軍
運
動
を
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
か
ら
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。「
東
地
中
海
」
の
視
点
も
多
く
見
ら
れ
、﹇C

iggaar /M
etcalf eds.

：2006

﹈
は
「
中
世
の
東
地
中
海
」
の
一
角
と
し
て
の
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ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
焦
点
を
当
て
た
一
三
編
の
論
文
を
収
め
、﹇B

eiham
m

er /Parani /Schabel eds.

：2008

﹈
は
東
地
中
海
の
外
交
を
扱
う
論

文
二
〇
編
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
﹇Lev ed.

：1997

﹈
は
、
中
世
の
東
地
中
海
地
域
の
軍
事
と
社
会
の
相
互
作
用
を
一
四
編
の
論
文
か
ら
描
い

て
い
る
。﹇C

hristie /Yazigi eds.

：2006

﹈
は
一
一
編
の
論
文
か
ら
な
り
、
中
世
社
会
の
軍
事
を
、
西
欧
・
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
の
三
つ
の
地
域
を
対
象
に
し
て
、
実
際
の
軍
事
行
動
と
そ
の
論
理
を
検
討
し
て
い
る
。

⑷
一
次
史
料
の
翻
訳

　

D
. S. R

ichard

は
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ス
ィ
ー
ル
著
の
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
『
完
史
』
の
英
語
訳
を
著
し
た
。
す
な
わ
ち
﹇R

ichard, D
. S. 

tr.

：2002

﹈
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
治
世
に
該
当
す
る
部
分
の
抄
訳
と
解
説
で
、﹇R

ichard, D
. S. tr.

：2006-2008

﹈
は
、
十
字
軍
時
代
に
該

当
す
る
部
分
を
英
訳
し
解
説
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
シ
ャ
ッ
ダ
ー
ド
の
手
に
な
る
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
伝
記
の
英
訳
と

解
説
が
﹇R

ichard, D
. S. tr.

：2001

﹈
で
あ
る
。D

. S. R
ichard

に
よ
る
英
訳
全
て
に
お
い
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
底
本
と
の
照
合
が
可
能
と
な
る

よ
う
ペ
ー
ジ
番
号
の
記
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。﹇M

ourad/Lindsay

：2013

﹈
は
、
十
字
軍
時
代
の
ジ
ハ
ー
ド
理
論
を
支
え
た
と
さ
れ
る
ダ
マ

ス
ク
ス
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
サ
ー
キ
ル
に
よ
る
『
ジ
ハ
ー
ド
に
誘
う
四
〇
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
』
の
英
語
訳
を
、
時
代
背
景
や
ス

ン
ナ
派
法
学
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
と
と
も
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
十
字
軍
時
代
初
期
の
ダ
マ
ス
ク
ス
の
法
学
者
ス
ラ
ミ
ー
の
ジ

ハ
ー
ド
論
は
、
こ
れ
ま
で
部
分
訳
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、﹇C

hristie

：2015

﹈
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
初
の
全
訳
（
英
語
）
で
あ
る
。

⑸
ジ
ハ
ー
ド
論
・
軍
事
・
外
交
と
十
字
軍

　
﹇Firestone

：1999

﹈
と
﹇B

onner

：2006

﹈
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
ジ
ハ
ー
ド
の
論
理
を
ク
ル
ア
ー
ン
か
ら
説
き
お
こ
し
た
。

特
に
後
者
は
、
ジ
ハ
ー
ド
は
複
雑
な
論
理
の
組
み
合
わ
せ
で
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。﹇France

：1999

﹈

は
、
地
域
と
年
代
の
幅
を
広
く
と
っ
て
十
字
軍
時
代
の
戦
争
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
が
、
時
系
列
で
は
な
く
、
戦
術
・
武
器
・
軍
隊
・
要
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塞
・
指
揮
系
統
・
社
会
状
況
な
ど
の
切
り
口
か
ら
軍
事
状
況
全
般
が
見
通
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
﹇Tibble

：2018

﹈

は
、
年
代
を
一
一
八
七
年
の
ヒ
ッ
テ
ィ
ー
ン
の
戦
い
ま
で
に
絞
り
、
十
字
軍
と
ム
ス
リ
ム
の
軍
事
展
開
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
近
年
の
考
古
学

的
成
果
も
駆
使
し
て
い
る
。
一
方
、
ラ
テ
ン
国
家
の
定
着
に
伴
っ
て
十
字
軍
と
ム
ス
リ
ム
の
対
峙
状
態
が
常
態
化
し
た
シ
リ
ア
で
は
、
現
実
的

な
問
題
と
し
て
外
交
的
な
共
存
が
行
わ
れ
て
い
た
。﹇K

öhler

：2013

﹈
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
﹇K

öhler

：1991

﹈
の
外
交
関
係
の
論

証
の
英
訳
で
あ
る
。﹇Friedm

an

：2002

﹈
は
、
捕
虜
の
身
代
金
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
軍
事
と
外
交
を
分
析
し
て
い
る
。﹇H

olt

：2004

﹈

は
、
早
く
か
ら
十
字
軍
と
ム
ス
リ
ム
の
外
交
関
係
を
研
究
し
て
き
た
著
者
の
集
大
成
と
も
言
え
る
著
作
で
あ
る
。

⑹
考
古
学
・
建
築
学
の
成
果
を
用
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ

　

近
年
、
建
築
学
や
考
古
学
的
な
考
察
が
歴
史
研
究
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹇K

ennedy

：1994

﹈
は
十
字
軍
の
城

を
取
り
上
げ
、
歴
史
学
と
建
築
学
を
融
合
さ
せ
た
。R

. Ellenblum

は
、﹇Ellenblum

：1998

﹈
で
、
考
古
学
の
情
報
を
用
い
て
、
支
配
領
域

の
農
村
地
帯
の
再
現
を
試
み
、
十
字
軍
が
入
植
・
定
着
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
を
形
成
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
て
、﹇Ellenblum

：2007

﹈

で
、
さ
ら
に
城
の
役
割
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
て
い
る
。

⑺
ビ
ザ
ン
ツ
・
シ
リ
ア
に
お
け
る
十
字
軍
史

　
﹇Laiou

：2012

﹈
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
を
専
門
と
す
るA

ngeliki Laiou
の
一
九
八
二
年
か
ら
の
既
発
表
論
文
を
テ
ー
マ
ご
と
に
集
め
た
も
の

で
、
十
字
軍
を
含
む
「
他
者
」
と
の
関
係
を
政
治
、
経
済
な
ど
多
方
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。﹇H

arris

：2003

﹈
は
、
十
字
軍
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

の
関
係
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
ラ
テ
ン
国
家
の
間
に
位
置
し
、
政
治
的
に
も
宗
教
的
に
も
揺
れ
の

大
き
か
っ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
に
つ
い
て
の
研
究
が
﹇G

hazarian

：2000

﹈
で
あ
る
。
エ
ル
サ
レ
ム
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
的
文
献
と
考
古

学
の
成
果
を
融
合
さ
せ
た
研
究
と
し
て
、
都
市
と
し
て
の
面
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
﹇B

oas

：2001

﹈
で
あ
り
、
在
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
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を
十
字
軍
が
支
配
す
る
と
い
う
構
図
が
生
じ
た
領
域
国
家
と
し
て
の
検
証
を
行
っ
た
の
が
、
前
述
の
﹇Ellenblum

：1998

﹈
で
あ
る
。

﹇M
acEvitt

：2008

﹈
は
、
宗
派
を
異
に
す
る
在
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
関
係
の
検
証
範
囲
を
全
ラ
テ
ン
国
家
に
広
げ
て
い
る
。
北
辺
で
ビ

ザ
ン
ツ
帝
国
と
近
接
し
て
い
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の
複
雑
な
状
況
を
分
析
し
て
い
る
の
が
﹇A

sbridge

：2000

﹈
で
あ
る
。
シ
リ
ア
中
部

の
都
市
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
要
塞
の
発
掘
調
査
報
告
に
歴
史
的
背
景
を
加
え
た
も
の
が
﹇Tonghini and others

：2012

﹈
で
、﹇France ed.

：

2018

﹈
は
、
聖
地
十
字
軍
最
後
の
砦
と
な
っ
た
ア
ッ
コ
ン
（
ア
ッ
カ
ー
）
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
で
あ
る
。

四　

十
字
軍
時
代
の
シ
リ
ア
史
研
究
の
課
題

　

近
年
の
十
字
軍
研
究
は
極
め
て
多
面
的
で
、
常
に
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
十
字
軍
が
西
欧
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

以
上
、
そ
こ
に
は
「
西
欧
か
ら
の
目
」
の
存
在
が
あ
り
、
シ
リ
ア
史
の
中
の
十
字
軍
時
代
を
研
究
す
る
に
は
、
西
欧
の
十
字
軍
研
究
と
は
異

な
っ
た
視
点
が
必
要
と
な
る
。

　

西
欧
の
十
字
軍
研
究
に
お
い
て
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
あ
る
い
は
ア
ラ
ブ
の
視
点
か
ら
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
る
。Francesco G

ablieli

は
、

ア
ラ
ブ
の
歴
史
家
の
著
作
の
抄
訳
を
時
系
列
で
構
成
し
、
シ
リ
ア
に
お
け
る
十
字
軍
の
歴
史
を
通
史
的
に
ま
と
め
た
（﹇G

ablieli

：1969

﹈）。
一

九
五
七
年
版
の
イ
タ
リ
ア
語
原
著
の
刊
行
に
際
し
て
、Gablieli
は
こ
の
著
作
の
目
的
を
「
そ
の
と
き
敵
で
あ
っ
た
人
々
の
目
と
心
を
通
し
て
〝
も

う
一
方
の
側
〞
か
ら
見
た
十
字
軍
」
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
形
式
は
二
つ
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
一
つ

は
、「
十
字
軍
」
と
「
反
十
字
軍
」
と
い
う
裏
返
し
的
な
構
図
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
一
般
書
に
お
い
て
は
、
両
者
の
対
立
構
図

を
強
調
す
る
出
版
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
当
時
の
シ
リ
ア
が
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
文
化
的

に
も
単
一
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
視
点
を
イ
ス
ラ
ー
ム
側
の
史
料
に
置
く
﹇H

illenbrand

：

1999

﹈
は
、
通
史
は
全
体
の
半
量
に
と
ど
め
、
後
半
は
軍
事
・
建
築
物
・
貨
幣
・
文
学
作
品
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
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ス
ラ
ー
ム
と
い
う
く
く
り
を
前
提
と
し
て
い
る
分
析
か
ら
は
内
容
が
広
範
囲
で
あ
っ
て
も
、十
字
軍
時
代
の
シ
リ
ア
の
多
様
性
は
見
え
て
こ
な
い
。

　

シ
リ
ア
に
と
っ
て
十
字
軍
は
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
た
存
在
で
、
十
字
軍
は
、
そ
こ
に
「
存
在
が
あ
る
」「
武
力
が
あ
る
」「
経
済
が
あ

る
」
そ
し
て
「
境
界
が
移
動
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
約
二
〇
〇
年
間
、
十
字
軍
と
シ
リ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の
間
に
は
常
時
戦
闘
が
行

わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
十
字
軍
に
と
っ
て
も
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
も
領
域
国
家
の
維
持
の
た
め
に
は
、
生
活
の
糧
の
獲
得
と
い
う

レ
ベ
ル
か
ら
の
「
経
済
」
が
最
優
先
で
あ
っ
た
。「
武
力
」
を
用
い
た
戦
闘
は
む
し
ろ
、
そ
の
「
経
済
」
の
優
位
の
確
保
の
た
め
で
あ
り
、
そ

の
領
土
は
固
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、「
境
界
」
は
絶
え
ず
動
い
て
い
た
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
字
軍
侵
攻
時
の
シ
リ
ア
に

は
、
四
つ
の
ラ
テ
ン
国
家
、
分
立
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
都
市
、
こ
れ
に
介
入
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
利

害
の
異
な
る
数
多
く
の
政
治
勢
力
が
存
在
し
た
。「
十
字
軍
」
と
い
う
総
体
は
な
く
、
四
つ
の
ラ
テ
ン
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
が
別
経
営
で
あ
り
、

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
都
市
と
の
交
渉
も
各
々
が
個
別
に
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、そ
の
数
だ
け
「
移
動
す
る
境
界
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
ア
ラ
ブ
側
か
ら
の
シ
リ
ア
研
究
は
、
歴
史
、
ジ
ハ
ー
ド
論
を
含
む
思
想
、
詩
を
中
心
と
す
る
文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
に
数
多
く
あ

る
。
ラ
テ
ン
国
家
建
設
に
記
述
の
重
点
が
置
か
れ
た
十
字
軍
側
の
史
料
に
比
べ
て
、
い
わ
ば
社
会
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
側
で
あ
る
ア
ラ

ブ
側
史
料
は
、
十
字
軍
侵
攻
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
シ
リ
ア
の
社
会
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
記
述
を
持
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ブ
側
史

料
に
基
づ
く
シ
リ
ア
研
究
は
、
十
字
軍
と
シ
リ
ア
を
二
項
対
立
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
シ
リ
ア
と
い
う
土
地
に
同
時
に
「
存
在
し
た
」
そ
れ

ぞ
れ
の
勢
力
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
近
、
十
字
軍
時
代
の
シ
リ
ア
の
王
朝
の
通
史
が
刊
行
さ
れ
た
。﹇Peacock

：2015

﹈
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
、﹇Peacock/Y

ildiz eds.

：

2012

﹈
は
ル
ー
ム
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
通
史
で
あ
る
。
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
一
一
世
紀
末
に
内
紛
の
た
め
に
急
速
に
衰
え
た
結
果
、
シ
リ
ア

各
地
で
は
在
地
の
領
主
が
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
宗
主
権
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
実
質
的
に
統
治
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
リ
ア
に
十

字
軍
が
入
っ
て
き
た
の
は
こ
の
よ
う
な
時
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
は
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
の
権
威
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
、
シ
リ
ア

の
諸
都
市
は
、
名
目
的
と
は
い
え
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ン
の
も
と
の
、
い
わ
ば
三
重
構
造
の
最
下
部
に
あ
っ
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た
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
王
族
の
一
部
が
ア
ナ
ト
リ
ア
に
進
出
し
て
建
て
た
の
が
ル
ー
ム
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
で
あ

る
。
ア
ナ
ト
リ
ア
が
「
ル
ー
ム
の
地
（
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
領
域
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
呼
称
の
由
来
で
あ
り
、
こ
の
王
朝
が
ア
ナ

ト
リ
ア
で
境
界
を
接
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
争
っ
た
こ
と
が
、
第
一
回
十
字
軍
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
通
史
と
い
う
性
質
上
、
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
の
時
代
の
複
雑
な
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
王
朝
と
し
て
の
政
治
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
有
益
な
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
翻
訳
を
含
む
日
本
語
の
文
献
を
紹
介
し
た
い
。﹇
宮
松
：2004

﹈
は
前
述
の
﹇R

ichard, J

：

1957

﹈の
邦
訳
で
、巻
末
に
訳
者
に
よ
っ
て
十
字
軍
研
究
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。［
森
田
：2013

］は﹇Jotischky

：2004

］の
邦
訳
で
あ
る
。

概
説
書
で
あ
る
が
、
歴
史
学
の
方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
（
中
世
ラ
テ
ン
語
）
史
料
の
日
本
語
へ
の
翻

訳
が
﹇
丑
田
：2008

﹈
で
あ
る
。
第
一
回
十
字
軍
に
実
際
に
参
加
し
た
年
代
記
作
家
が
著
述
し
た
三
つ
の
年
代
記
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
巻
末

に
訳
者
に
よ
る
的
を
射
た
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
初
学
者
に
も
取
り
組
み
や
す
い
。﹇
八
塚
：2008

﹈
は
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
十

字
軍
研
究
の
成
果
を
一
般
向
け
に
書
き
下
ろ
し
た
実
証
的
な
概
説
書
で
あ
る
。
巻
末
の
日
本
語
文
献
目
録
は
詳
細
で
利
用
価
値
が
高
い
。
ま

た
、﹇
櫻
井
：2019

﹈
は
十
字
軍
の
も
つ
宗
教
性
の
み
な
ら
ず
、
西
欧
の
複
雑
で
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
と
十
字
軍
国
家
の
変
遷
と
の
関
係
に

つ
い
て
複
合
的
に
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
研
究
動
向
案
内
と
し
て
は
﹇
佐
藤
／
池
上
／
高
山
編
：2005

﹈
所
収
の
、
櫻
井
康
人
に
よ
る
「
十

字
軍
運
動
」
の
項
目
（pp.118-122 ;

文
献
一
覧pp.343-345
）
が
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら
、
有
益
で
あ
る
。
十
字
軍
研
究
に
お
け
る
日
本
語
の
文

献
は
必
ず
し
も
全
範
囲
を
網
羅
す
る
も
の
の
み
で
は
な
く
、
欧
文
文
献
の
参
照
は
必
須
で
あ
る
が
、
研
究
の
糸
口
と
し
て
の
価
値
は
大
き
い
。
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註（
1
）　

歴
史
的
シ
リ
ア
は
、
現
在
の
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ

ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
と
ト
ル
コ
の
一
部
を
含
む
地
中

海
の
東
部
沿
岸
地
域
を
さ
す
。

（
２
）　Ibn al-Q

alānisī, Ta’rīkh D
im

ashq, S. Zakkār ed., D
am

ascus, 
1983, p.218.

（
３
）　A

l-‘A
z

4īm
ī, Ta’rīkh H

4alab, I. Za‘rū r ed., D
am

ascus, 1984, 
p.358.

（
４
）　

キ
リ
ス
ト
教
の
「
聖
戦
」
概
念
は
、
中
世
の
西
欧
に
お
い
て
、

ゲ
ル
マ
ン
国
家
の
成
立
以
降
次
第
に
現
れ
始
め
、
九
│
一
一
世
紀
に

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
封
建
制
の
進
展
、
外
民
族
の
侵
入
、
叙
任
権

闘
争
に
象
徴
さ
れ
る
教
皇
と
在
地
勢
力
と
の
対
立
な
ど
の
内
外
の

様
々
な
要
素
か
ら
、
教
皇
の
下
で
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
統
一
を
図

る
た
め
に
形
作
ら
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
初
期
キ

リ
ス
ト
教
時
代
の
戦
争
は
、
宗
教
の
介
在
し
な
い
、
や
む
を
得
な
い

世
俗
的
な
戦
争
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
侵
入
の
影
響
を
受
け

ず
、
そ
の
後
の
西
欧
の
変
化
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝

国
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に
忠
実
に
し
た
が
っ
て
い
た
た
め
「
聖

戦
」
と
い
う
概
念
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。（﹇
八
塚
：2008

﹈ 
pp.79-90

、
山
内
進
『
十
字
軍
の
思
想
』
筑
摩
書
房, 2003, pp.13-

15.

）

（
５
）　A

nna C
om

nena, The A
lexiad, tr.by E

. A
. S. D

aw
es, 

London, 1928.

（
６
）　

こ
の
「
伝
統
主
義
」
に
立
つ
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、H

. E. 
M

ayer, G
eschichte der K

reuzzüge, Stuttgart, 1965

が
挙
げ
ら
れ

る
。
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